
NPOサステイナビリティ創造研究学会では、昨年４⽉の「すみだエコツアー（テーマ：⾬⽔）」に続き、今回、 『屋上緑化』

をテーマとして第６回目「銀座 エコツアー」を開催しました。開催当日は梅雨明けした、快晴炎天下の中、28名の方々に

ご参加頂きました。

ている「白鶴銀座天空農園」の責任者 小田様より農園での活動をご説明頂きました。銀座から日本酒文化の情報発信

ができないか。ならば清酒の命である米を栽培してはどうか。」との思いで、2007年からこの⽩鶴銀座天空農園のプロ

ジェクトが始まったとの事。試⾏錯誤を繰り返し、苦労を重ね、「銀座でつくったお米で、銀座生まれの日本酒を造る！」

までに。国内だけでなく海外からも注目されています。学校教材でもその取り組み内容が紹介され、企業の社会貢献とし

て紹介されています。

今回の三社とも「屋上緑化」と言う環境保全活動にとどまらず、ステークホルダーへの環境教育やそれぞれの事業に関

連付けるストーリーを描きつつ、自社の企業価値を高める広報にも展開する戦略的な環境活動を学ばせて頂きました。

NPO法人サステイナビリティ創造研究学会（FSI） 理事／石川 茂樹

2013年に落成した資生堂銀座ビルの生態系に配慮さ

れた屋上庭園「資⽣の庭」を⾒学。化粧品の原材料

となる植物を栽培するゾーンも設けることで、社員が

地球の恵みの大切さを肌で感じる学びの場として活

用されています。又、絶滅危惧種にも指定されている

メダカが池に生息していたのは驚きでした。

次に訪問したのは、松屋銀座の屋上緑化。銀座でミ

ツバチを育てるNPO法人「銀座ミツバチプロジェクト」

の活動に賛同してミツバチの蜜源を提供する狙いで

屋上に菜園を創っています。今では環境保護と、銀

座発信の新しい価値を創造するためにスタートした

「銀座ミツバチプロジェクト」により、オリジナル「はち

みつスイーツ」作りを続けています。

白鶴酒造株式会社へ徒歩で移動。緑化技研の藤田

様による講演を拝聴。その後、白鶴酒造が取組まれ

≪ツアー⾏程≫

●日 時／平成２７年７⽉２２⽇（木） 13：00〜17：30

●内 容／

（１）銀座に人と生きものの「憩いの場」を／資生堂銀座ビル

（２）「ソラトニワGINZA」屋上緑化、菜園／松屋銀座

（３）講演会／白鶴酒造株式会社 会議室

①簡単にできる屋上緑化・壁面緑化

講師：藤田 茂 氏 （有限会社緑化技研）

② 「白鶴銀座天空農園」紹介

講師：小田 朝水 氏 （白鶴酒造株式会社）

（４）「天空農園」の⾒学・収穫作業／白鶴酒造株式会社

第６回 開催報告／2015.7.22
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▲ユーコープ様 ⾒学会／第２回 エコツアー （2012年10月）

商品検査センター、森の⾥要冷セットセンター／神奈川県厚⽊市

【参考】 NPO サステイナビリティ創造研究学会のご紹介

特定非営利活動法⼈

サステイナビリティ創造研究学会
Mail／info.fsi21@gmail.com  
TEL／FAX 03-3431-7878

▲千代田区内企業の環境への取組み ／第３回 エコツアー （2013年6月）

丸の内熱供給（株）による地域冷暖房【左】、エコッツェリア次世代オフィスラボ【右】

▲東京スーパーエコタウン⾒学会／第４回 エコツアー （2013年10月）

東京臨海リサイクルパワー株式会社【左】、株式会社リーテム 東京工場【右】

詳しくは、ホームページで。http://fsi-21.jimdo.com/

▲すみだ ⾬⽔施設の⾒学／第５回 エコツアー （2014年4月）

災害時の⽔源活用が可能な路地尊【左】、雨水活用の押上駅前自転⾞駐⾞場【右】

サステイナブル

ツアーの

企画・実施

ISO14001が誕生し、約20年が経ちました。

多くの組織がISO14001を認証取得し、環

境保全活動を実施しております。
しかし、中小企業においては、認証取得の

コストが高く、認証が維持出来ない企業、
費用対効果が⾒込めず認証を辞退する企

業などが出てきている状況です。また、他
の環境マネジメントシステムを認証取得し
ても、同じ状況が発生しております。

特定非営利活動法⼈サステイナビリティ

創造研究学会は、この様な問題を解消す
るために、学術的および実践的な研究を
重ねた結果、一つの打開策として環境マ
ネジメントシステムの自己宣言によるEMS
の最適化を提案いたします。

EMS

最適化支援

「自己宣言」

サステイナブル

マネジャーの

育成【学生】

企業が自社のCSR/環境報告書を通して環境
リーダーを育成する「教育プログラム」
大企業を中心に58の企業を分析・評価、43の
企業と意⾒交換 http://erw21.jimdo.com/

▲http://www.eblo.co.jp/csr/report/


